VHF帯を用いたデータ伝送無線システムの開発 by 北沢 祥一 et al.
VHF帯を用いたデータ伝送無線システムの開発












○北沢 祥一 （航空宇宙システム工学ユニット 教授） 
矢田 光（航空宇宙システム工学系コース 学部 4年） 
上羽 正純 （航空宇宙システム工学ユニット 教授） 
 
１．はじめに 


















ナは 2軸雲台に搭載しており，機上局から送信している位置情報を基に UAV を追尾する． 

































































169 MHz帯の遠隔監視制御用無線通信装置は，昨年度選定した RFトランシーバ用 IC の Texas 
Instruments社の CC1120を用い，無線基板はサイズが 35 mm×55 mm，重量は 8.4 g，電源はモバ
イルバッテリー（重量 240 g）で供給し，アンテナを含め総重量は 300 g以下である．基板の概観
を図３，諸元を表１に示す．周波数は 169 MHz帯で，送信出力は上空使用の場合 10 dBmが上限
[2]のため，その最大値としている．変調方式は情報伝送用の 4値 GFSKと，試験用の無変調の
N0N としており，情報伝送時は半二重通信である． 
情報伝送時の機上局および地上局のパケット構成を図４に示す．今年度は 169 MHz 帯無線機に
長田電機株式会社の慣性航法装置 Tiny Feather NA-30 を接続することを想定して緯度，経度等の合
計 76 Byte を地上局に送る仕様とした．また地上局側からは，将来の機体制御等のコマンド用に 6 
Byte を確保しており，受信したコマンドは機上局から折り返すこととした． 
 
図３ 169 MHz帯無線機の概観 
表１ 無線機の諸元 
周波数 169 MHz帯 
送信出力 10 dBm Max. 
変調方式 4値 GFSK, N0N 
通信方式 半二重 




(a) ダウンリンク側            (b) アップリンク側 
図４ パケット構成 
 




































































































UAV 搭載用の 169 MHz帯アンテナについて本年度検討を行った．今回実験に使用する機体は，
京商の模型飛行機 カルマートα60であり，機体全長は 1600 mm，主翼の翼幅は 1800 mm，水平
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